
（地域版） 
 【集会テーマ】 

    マグネットマグネット  湘湘  南南  

   ～地域の魅力をみんなで考えよう！～ 
  * このマグネットとは･･･人や物を引きつける力、つまり地域の魅力のことです。 

【日時】 平成2３年10月2２日（土曜日）1４時０0分～１６時０0分 

                   （開場 １３時３０分） 

【会場】 聖ステパノ学園   講堂「海の見えるホール」 
           （大磯駅前   ただし 会場の講堂までは 学園内を徒歩で５分 ） 

＊湘南地域県政総合センタートップページ ＞ 黒岩知事との対話の広場（湘南会場） 

  URL ： http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f219/p367505.html をご覧ください。 

Think Globally.   

 Act Locally！ 

〒254－0073 平塚市西八幡１－３－１ 

  神奈川県湘南地域県政総合センター 企画調整部企画調整課 

   [電話番号] ０４６３－２２－２７１１ (ファクス番号は裏面に記載)  

お申込み・お問い合わせ先 

との 

    ＊参加無料 

  ＊手話通訳、パソコン文字通訳 

       （要約筆記）あり。 

  ＊保育（２歳～就学前６歳） 

   10月17日までに要予約。 

【プログラム】 

 ① 知事のあいさつ  神奈川県知事 黒岩 祐治 

 ② 湘南地域の事例発表    

     今も豊かな自然と歴史がたくさん残る 湘南 “発祥の地” ともいわれている 大磯町を 

    会場に、湘南の“海”と“山”それぞれの地域で 魅力的な活躍をされている若いお二方の 

    “地産地消”や“食”などにかかわる取組みから、湘南地域の持つ魅力（マグネット）を 

                                 再発見しましょう！ 

   全
国に知られる 

 湘
南名物「大磯市」  

    
    

 に
育てたい！ 

 湘南地域の個性と魅力を輝かせる「明日の街づくり」について、会場の皆さまと直接、 

知事・事例発表者が話し合います。あなたのお住まいの地域のマグネットは何ですか？      

                      皆さまのご参加をお待ちしております。 

 主催：神奈川県 

● “食べる”の前に、生命ある物を「生み出し」 

  「育てる」仕事があることを伝えたい。 

   “輝く笑顔”のために、私たちが出来ること、 

  伝えられること・・・ 

   たくさんの気持ちをトマトに込めて・・・ 

       (グリーンファーム イマイ) 

       Ｇｒｅｅｎ Ｆａｒｍ Ｉｍａｉ  副代表 今井 寛之 氏（秦野市） 
 ③ 会場の皆さまとの意見交換 

   ● 大繁盛店「めしや大磯港」のプロデュースにも  

     携わった仕掛け人！ 町の名物となった 

     「大磯市（いち）」では、新しい地域のネット 

     ワークを構築。そのキーワードは「あそび」。  

       NPO法人 「西湘をあそぶ会」 

     代表  原 大祐 氏 （大磯町） 



   ふ り が な 
① 氏   名 

② ご連絡先 
  （電話番号） 

③お住まいの市町村名  
 

【希望される場合のみ記載】 

④保育希望のお子様の数 

  

         市・町・村 

         人 
〔後日確認の連絡をします。〕 

 ＜黒岩知事との“対話の広場”（地域版） 湘南会場 参加申込書＞  

平成２３（2011)年１0月1７日（月曜日）までに、電話・はがき（番号等は表面記載）またはファクスに 

次の表の①～⑤を記載して、神奈川県湘南地域県政総合センター企画調整課までお申し込みください。 

＊ 申込みをもって受け付けとしますので、当日、直接会場にお越しください。 

     ただし、応募状況によっては、期限前に申込みを締め切らせていただく場合があります。 

       なお、座席に余裕がある場合は、締切り後でも受け付けますので、お問い合わせください。 

グランド 

↓学校正門 

→至 平塚 
←至 二宮 

←石畳の坂 

↓会場 

【会場のご案内】聖ステパノ学園   講堂「海の見えるホール」 
                                  （大磯町大磯８６８   ＪＲ東海道線 大磯駅前） 

〔改札口〕 

大磯駅 

⑤ 事前アンケート（任意） 
  「あなたが考える、具体的な地域の魅力」 
   

＜注意＞ 

＊ 駐車場がありませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。 

＊ 聖ステパノ学園の正門は、大磯駅前ロータリーの対面ですが、 

 会場の講堂「海の見えるホール」は、校内の坂道を上った小高い  

 丘の上にありますので、駅の改札から５分程度はかかります。 

講堂 
海の見える   
  ホール 

駅前 
ﾛｰﾀﾘｰ 

（
ト
ン
ネ
ル 

（お名前や連絡先等の個人情報は、ほかの目的で利用されることはありません。） 

◆ファクス番号 ０４６３－２３－０５９９  
                                                                                     （切り取らずにそのまま送信してください。）  
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